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貴
重
な
史
資
料
が

真
実
を
語
り
継
ぐ
。

明
治
十
五
年
我
が
国
最
初
で
最
古
の
軍
事
博
物
館
と
し

て
開
館
し
た
遊
就
館
は
、

時
に
そ
の
姿
は
変
え
な
が
ら
も
、

一貫
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一つ
は
殉
国
の
英
霊
を
慰
霊

顕
彰
す
る
こ
と
で
あ
り
、

一つ
は
近
代
史
の
真
実
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
す
。

近
代
国
家
成
立
の
た
め
、

我
が
国
の
自
存
自
衛
の
た
め
、

更
に
世
界
史
的
に
視
れ
ば
、

皮
膚
の
色
と
は
関
係
の
な
い

自
由
で
平
等
な
世
界
を
達
成
す
る
た
め
、

避
け
得
な
か
っ

た
多
く
の
戦
い
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
戦
い
に
尊
い

命
を
捧
げ
ら
れ
た
の
が
英
霊
で
あ
り
、そ

の
英
霊
の
武
勲
、

御
遺
徳
を
顕
彰
し
、英

霊
が
歩
ま
れ
た
近
代
史
の
真
実
を

押

難

轟

岬
鏡

ン

ン

日ｍ
、

歴
史
を
語
り
継
ぐ
貴
重
な
史
資
料
を
展
示
す
る
遊

就
館
か
ら
は
、英

霊
の
ま
す」こ
ろ
、

そ
し
て
近
代
日
本
の
真

,■■

■展示宣○ 大東亜戦争3

中
国
、

戦
国
時
代
の

儒
者
筍
況
の
薯

『筍

子
』
勧
学
篇
の
「
君

ハ

竺

ズ

ビ

ヲ

ブ
ニ

子
居
必
拝
レ
郷
、

遊

」
就
ｒ
ど
よ
り
「遊
」

「
就
」
の
二
字
を
撰

ん
で
命
名
し
た
も

の
で
、

吉
同
潔
な
人
物

に
就
い
て
交
わ
り
学

ぶ
の
意
で
あ
る
。

■展示宣③ 明 治維新■展示由③ 日露戦争から満洲事変

■展示」⑫ 靖 国の神 2々



■企画・制作 日本会議・英霊にこたえる会
■後   援  靖 目神社

日清・曜 の大戦から大東亜戦争まで…。我が国近代史の戦争
の歴史を、当時の貴重な映像で再現し、東京裁判で歪められた

歴史の真実に迫るドキュメント映画。(側分)

Hフぐそ〈

1具足

■トラ・トラ・トラ電文

■水戸藩主徳川斉昭の陣羽織

■
日
清
戦
争
錦
画

空
ヨ

■乃木希典像

■真珠湾九軍神写真

■東郷平八郎像■橘中佐着用の軍服■日章旗への寄せ書きl染めの日章旗



■榎本武場軍服■吉田松陰命坐像

投降勧告書

■錦の御旗

■西沢都爾命手製のアルバム■金城姉妹の遺品

■安原正文命遺書■英霊に嫁いだ花嫁人形 ■女子挺身隊血!■須賀芳宗命遺品



■ロケット特攻機「桜花 (一一型)」

ヤ ・      ―

■艦上爆撃機「彗星」

■人間魚冒「回天(一型)」

事:|||
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日本歯牟1大学 ■

【」R】統武線。中央線市ヶ谷駅、飯田橋駅からいずれも徒歩8分

【地下鉄】東西線…九段下駅から徒歩8分 都営新宿線…九段下駅から徒歩8分
半蔵門線…九段下駅から徒歩8分 南 北線…市ヶ谷駅から徒歩8分
有楽町線…市ヶ谷駅、飯日橋駅からいずれも徒歩8分

画廊 ・休憩室

市
ケ
谷

新
宿
方
面

靖
国
通
り

九
段
下

・
神
出
方
面

一

2F
O武人のこころ

0日本の武の歴史

0明 治維新

0西南戦争

0靖 國神社の倉」祀

神池庭園

能楽堂 1遼

0日清戦争

2)日露戦争パノラマ館

0日露戦争から満洲事変

0招魂斎産
10支那事変

lF
O大 東亜戦争1

19大東亜戦争2

0大 東亜戦争3

11大東亜戦争4

15大東亜戦争5

①靖国の神 1々

0靖 国の神 2々

18垢国の神 3々

19靖国の神 4々

20ビデオコーナー

靖同会館

「干

！一

lF茶  房 …軽食と飲み物をご用意しております。

lF売  店 …記念品、出版物などを取りそろえております。

拝観の思い出にご利用ください。

車イスのご利用…lF受付でお申し込みください。

●館内での写真・ビデオ撮影・録音はお断',します。

●館内は禁煙です。

●飲食物・ペット・危険物の持ち込みはお断りします。

●他の拝観者の迷惑となる行為は禁止します。

●不審者・不審物を見つけられたら選やかにお近くの係員にお知らせください。

社務所

, 大村益次郎像

|  |

【開館時間】
9:00～17:00

(入館は閉館の30分前まで)

【休 館 日】
年中無休(6月末、12月末に数日間の臨時休館日があります)

【拝 観 料】
大   人 /800円
大 学  生 /500円
中学・高校生/300円
小 学  生 /100円
※20名以上の団体は2害J引となります。

※障害者手帳保持者は無料です。

靖囲神社 遊就館
〒102_8246 東京都千代田区九段北3_1_l TEL.03(3261)8326 FAX.03(3261)0996

URL:http://www.yasukuni.or`jp/
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戦残者と同じく故郷に思いを馳せ、故郷出身の戦歿者を誇りに思う。

遊就館 企画展示室
● 開館時間 9:00か ら17:00

(入館は閉館の30分前まで)

● 休館日無し

但し、6月26日から28日・12月下旬は、館内整備の

ため臨時休館致します。

● 拝観料   大    人  200円
大 学  生  100円
高校生以下  無 料
(常設展拝観者は無料)

● 常設展拝観料 大    入  800円
大 学  生  500円
中 。高校 生 300円
小 学 生 100円|

【」R】総武線・中央線市ヶ谷駅、飯田橋駅からいすれも徒歩8分

【地下鉄】東西線・・・九段下駅から徒歩8分 都 富新宿線…・九段下駅から徒歩8分

半蔵門線…'九段下駅から徒歩B分 南 北線…・市ヶ谷駅から徒歩8分

有楽町線…・市ヶ谷駅、飯回橋駅からいすれも徒歩8分

靖国神社 遊 就館
〒102‐8246 東京都千代H区 九段北3丁日1番1号
TEL:03(3261)8326
URL:httpャ /wwtt yasukuni orjp/



ご
挨
拶

愛
す
る
祖
国
、

愛
す
る
故
郷
、

愛

す
る
家
族
の
た
め
に
、

こ
の
世
で
は
再

び
は
受
く
る
こ
と
の
な
い
尊
い
命
を

捧
げ
ら
れ
た
英
霊
に
と
つ
て
、

故
郷

と
は
何
だ
っ
た
の
で
し
き
つ
か
。

戦
地

で
は
美
し
い
故
郷
の
風
景
を
思
い
描

き
、

故
郷
に
残
し
て
き
た
家
族
の
面

影
を
偲
ん
だ
こ
と
で
し
ま
つ
。

そ
し

て
故
郷
を
誇
り
に
思
い
、

美
し
き
故

郷
を
守
る
た
め
に
戦
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

英
霊
は
愛
す
る
家
族
、

美
し

き
故
郷
、

高
貴
な
る
祖
国
の
明
る
い

明
日
を
信
じ
て
、

生
命
を
捧
げ
ら
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
つヽ
か
。

全
国
に
は
か
つ
て
内
務
大
臣
告
示

に
よ
っ
て
指
定
を
受
け
た
護
囲
神
社

が
五
十
二
社
あ
り
ま
す
。

今
回
の
特

別
展
で
は
、

英
霊
の
故
郷
に
鎮
座
す

る
護
囲
神
社
を
紹
介
し
、

そ
の
護
囲

神
社
に
御
縁
深
い
英
霊
の
御
道
品

を
展
示
致
し
て
お
り
ま
す
。

英
霊
の

ま
ご
こ
ろ
、

そ
の
御
心
に
応
え
よ
う

と
す
る
、

故
郷
の
護
囲
神
社
の
こ
と

に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

存
じ
ま
す
。

ご
家
族
、

お
知
り
合
い
の
方
々
と

お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、
ず」
来
館
下
さ

い
ま
す
様
、

心
よ

り
お
待
ち
申
し

上
げ
て
お
り
と
す
。

明
治
神
宮
・靖
囲
神
社
献
撰
講

故
郷
の
作
物
を
故
郷
出
身
の
英
霊
に
献
じ
た
い
。

追
族
崇
敬
者
の
こ
の
気
持
ち
は
埼
同
神
社
、

融

国
神
社
へ
の
沢
山
の
お
供
え
物
に
表
れ
て
い
る
。

「
明
治
神
督

・靖

国
神
社
献
鱗
講
」
は
神
餞
を
捧

げ
る
大
き
な
講
組
織
で
あ
る
。

昭
和
十
七
年
十
二
月
ニ
ト

≡日
、

茨
城
県
前
渡
村
の
磯
崎
忠
五
郎
村
長
、

黒
岸
思
治
氏
を
始
め
と

す
る
同
志

一行
は
明
治
神
宮
の
御
神
徳
と
護
国
の
英
霊
に
感
謝
の
真
心
を
捧
げ
た
い
と
の
含
願
か

りヽ
、

近
郷
の
篤
農
家
を
募
り
祭
典
の
神
傑
と
し
て
鏡
餅

・
鯛

・
野
業
を
奉
納
す
る
、

「次
城
県
献
鎌

八
こ

を
組
織
し
た
。

柄
来
終
戦
前
後
の
食
糧
事
情
の
悪
化
す
る
中
に
お
い
て
も
、

年
間
を
通
じ
ご
神

前
に
お
供
え
す
る
お
米
の
奉
納
は
絶
や
す
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
た
。

昭
和
二
十
１

年

一月
二
ｒ
〓
日
、

名
称
を

「
明
治
神
常

靖

田
神
社
献
餞
講
」
と
改
め
、

初
代
講
元
に
黒
澤
忠
治
氏
が
就
任
し
た
。

昭
和
，
十
三
年
に
は
、

十
一年
日
を
む
か
え
た
姉
同
神
社

「
み
た
ま
ま
つ
り
」
に
、

郷
土
民
謡

「
磯

節
」
を
奉
納
し
、
ま
た
十
年
間
に
値
り
花
火
を
本
納
す
る
こ
と

を
誓
い
、

そ
れ
を
実
行
し
た
。

そ
の
後
も
「明
治
神
■

垢
凹
神

社
献
僕
離
」
か
ら
の
お
米
の
春
納
と
鏡
餅
の
お
供
え
は
、大

束
皿

戦
争
終
紺
六
十
年
を
過
ぎ
た
現
在
も
続
け
ら
れ
て
お
り
、

英
霊

に
感
謝
の
真
心
を
捧
げ
た
い
と
の
思
い
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

献
僕
者
　
茨
城
県
の
日
立
・水
戸

大
洗

東
海
・小
川

工ヽ
里
・

常
陸
大
宮
・旧
勝
田
（中
棋
▼
＝
那
可
湊
・那
可
。常

陸
大
田
・旧
勝
田
の
各
地
区
の
篤
志
農
家
一ｉ

千
名

故
郷
の
御
酒

―
全
田
病
□
献
河
会
、甲

束
会
、恒

例
本
納
会
社
―

英
霊
の
故
郷
に
は
必
ず
故
郷
の
御
洒
、

地
洒
が
あ
る
。

故

郷
の
人
々
が
精
魂
縄
め
て
育
て
た
お
米
と
故
郷
の
清
水
と
で

丹
念
に
醸
造
さ
れ
た
御
酒
で
あ
る
。

武
遅
長
久
を
祈
っ
た
氏

和
様
で
の
和
洒
、出

征
の
宴
席
で
の
御
湖
、故

郷
の
御
酒
と
英

霊
と
は
切
っ
て
も
剪
れ
な
い
。

平
和
な
今
、英

霊
の
御
心
に
応

え
よ
う
と
「全
国
病
囲
献
消
会
」
と
「
甲
東
会
」
が
組
織
さ

れ
て
い
る
。

「全
国
競
同
献
酒
会
」
は
、

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま

で
、
日
本
洒
を
中
心
と
し
て
、焼

酎
、

ワ
イ
ン
を
穣
造
す
る
会

社
約
四
百
社
で
組
織
さ
れ
て
い
る
。

靖
四
神
社
の
春
秋
例
大

朱
小、新
年
祭
、

み
た
ま
祭
、

良
酒
醸
造
祈
願
祭
な
ど
容
典
ご

と
に
、英

霊
の
故
郷
の
御
酒
が
ご
神
前
に
お
供
え
さ
れ
る
。

「甲
東
会
」
は
灘

伏
比
の
酒
造
会
社
十
一社
で
組
織
さ
れ
、

日
々
本
仕
さ
れ
る
日
供
祭
の
神
消
、新

年
の
樽
酒
を
奉
納
す

靖
魁
神
社
献
華
協
争

フ
つ

。

そ
の
他
、

ビ
ー
ル
、

ウ
ィ
ス

キ
ー
、

味
哨
、

醤
油
な
ど
の
醸

道
品

が
憤
例
本

納

会
社

よ

り
英
霊
に
お
供
え
さ
れ
る
。

模
か
し
い
故
郷
の
香
り
と
味

に
接
し
て
英
霊
の
お
慶
び
い

か
ば
か
り
で
あ
ろ
う
か
。

軍
旗
と
聯
隊
と
故
郷
と

全
陸
軍
の
半
数
を
占
め
る
歩
兵
聯
隊
と
賄
兵
聯
隊

の
創
設
に
当
っ
て
は
、草

旗
親
授
式
が
行
わ
れ
、畦

下

は
一流

の
営
旗
を
親
し
く
聯
隊
長
に
お
授
け
に
な
ら

れ
た
。
こヽれ
を
拝
受
し
、勅

話
を
賜
っ
た
聯
隊
長
は
「敬

ミ
テ
明
勅
ヲ
奉
ズ
　
同
等
死
カ
ヲ
据
ク
シ
テ
　
誓
白ン
ア

国
家
ラ
保
護
セ
ン
」
と
奉
答
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

近
衛
歩
兵
第
一聯
隊
以
ド
、

昭
和
一
十
年
八
月
十
五

日
ま
で
に
二
九
二
院
が
親
授
さ
れ
た
。

終
戦
に
よ
り

車
旗
は
性
軍
大
Ｅ
命
令
で
奉
焼
を
命
じ
ら
れ
た
。

終

戦
以
前
に
本
焼
、

海
没
し
た
軍
旗
は

一九
慌
を
数
え

る
が
、

一流
た
り
と
も
敵
国
の
手
に
委
ね
て
い
な
い
。

郷
土
出
身
の
兵
隊
で
構
成
さ
れ
る
聯
隊
は
、

栄
え

あ
る
掌
旗
を
捧
持
し
、

国
家
の
名
誉
と
と
も

に
故
郷
の
名
誉
を
か

け
て
戦
っ
た
。

白
施
を
戦
闘
帽
に
さ
し
て
迂
軍
す
る
兵
隊
、

女
子
学
生
に
桜
の
小
社
を
贈
ら
れ
て
出
撃

す
る
特
攻
隊
員
「敗
島
の
や
ま
と
心
を
人
問
は
ば
朝
日
に
匂
ふ
山
ざ
く
ら
花
（本
居
貫
長
と

散
る
が
故
に
美
し
く
匂
う
花
。

故
郷
で
よ
く
見
た
花
に
微
突
む
英
霊
、初

め
て
見
る
珍
し
い

花
に
見
と
れ
る
英
宰
。

護
国
の
英
需
に
生
花
を
お
供
え
し
、本

慰
顕
杉
の
真
心
を
捧
げ
た
い

と
願
う
組
織
が
あ
る
。

「埼
幽
神
社
献
華
協
會
」
は
、

昭
和
昨
年
か
ら
同
二
十
年
ま
で
、境

内

に
華
府
を
設
け
奉
秋
例
大
祭
で
奉
納
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

戦
後
日
本
中
が
困
親

状
態
と
な
つ
た
と
き
、神

社
の
近
隣
を
中
心
に
そ
地
で
神
社
を
支
え
る
た
め
の
自
主
的
な
討

組
織
が
結
成
さ
れ
は
じ
め
た
。

そ
ん
な
中
、御

容
神
に
生
花
を
お
供
え
す
る
た
め
の
「献
キ
苅

国
講
」
が
結
成
さ
れ
、春

秋
例
大
容
、新

年
祭
、み

た
ま
ま
つ
り
、ひ

な
祭
、端

午
容
に
献
挙
奉

納
が
始
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
昭
和
二
十
七
年
、

現
在
の
「靖
圏
神
社
献
キ
協
會
」
が
設
立
さ

れ
、そ

の
年
の
秋
季
例
大
容
で
は
〓
〓
瓶
の
献
率
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
二
十
九
年
に
は
ガ
ラ
ス

戸
建
具
付
の
挙
席
が
新
設
さ
れ
、常

時
献
華
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

昭
和
三
十
四
年
、

靖
国
神
社
御
創
立
九
十
周
年
全
国
名
流
い
け
ば
な
展
が
開
催
さ
れ
、

昭
和
三
十
九
年
に
は
オ

リ
ン
ピ
ツ
ク
協
賛
各
流
家
元
生
花
展
が
開
催
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
四
年
、競

囲
神
社
御
創
立

百
年
記
念
に
あ
た
り
本
祝
花
展
が
行
わ
れ
七
六
瓶
が
出
品
さ
れ
た
。

平
成
十
一年
十
月
に
は

病
国
神
社
御
創
立
百

ｉ
十
年
を
記
念
し
、

遊
就
舗
に
本
納
し
た
大
型
の
献
芋
は
大
変
な
好

評
を
得
、

平
成
―
四
年
の
新
生
遊
就
舗
開
館
に
衆
し
て
も

大
規
の
生
花
が
奉
納
さ
れ
、

大
い
に
注
目
を
染
め
た
。

流
派
を
越
え
御
祭
神
奉
慰
顕
彰
の
た
め
に
結
束
し
奉

納
さ
れ
た
生
花
は
、

創
立
か
ら
五
十
年
間
に
わ
た
り
実
に

十
万
瓶
を
越
し
て
お
り
、

そ
の
瓶
数
は
い
け
ば
な
界
で
も

秀
で
た
教
で
あ
る
。

ま
た
設
立
当
初
か
ら
今
日
ま
で
継
統

し
て
い
る
会
員
流
派
は
二
十
流
派
近
く
あ
る
。

平
成
十
四

年
の
結
成
五
ｒ
用
年
記
念
式
典
で
は
、

今
後
も
会
貝
結
束

の
も
と
、

心
の
こ
も
っ
た
献
率
を
末
永
く
耕
本
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
合
っ
て
い
る
。

各社中から絶えることなく供えらllる

護
囲
神
社
の
概
要

わ
が
国
で
は
明
治
の
御
代
に
な
り
、

幕
末
維
新
の

戦
役
・国
事
に
殉
じ
た
方
の
慰
霊
祭
が
各
地
で
行
な

わ
れ
、

招
魂
社
が
創
建
さ
れ
た
の
が
護
囲
神
社
の
起

源
で
あ
る
。

明
治
七
・
八
年
に
は
内
務
省
達
に
よ
り

官
費
が
支
給
さ
れ
「官
祭
招
魂
社
」
と
な
り
、

「招
魂

社
は
之
を
護
囲
神
社
と
改
称
す
。

昭
和
十
四
年
四
月

一日
施
行
（昭
和
十

二
年
内
務
省
告
示
と
に
基
づ
き
、

「護
囲
神
社
」
と
政
称
さ
れ
、

内
務
大
臣
指
定
護
幽

神
社
と
指
定
外
護
同
神
社
の

一種
に
分
類
さ
れ
た
。

大
束
亜
戦
争
終
戦
後
、護

同
神
社
は
占
領
軍
の
監
視
、

攻
撃
を
受
け
、

存
亡
の
危
機
に
立
た
さ
れ
、

「頌
徳
神

社
（千
葉
縣
護
囲
神
社
と

「櫻
―――
神
社
（茨
城
縣
護

囲
神
社
と
の
如
く

「護
囲
神
社
」
と
い
つ
社
号
さ
え

変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
苦
難
の
時
代
が
あ

っ
た
。

神
職
・遺
族
占
不
敬
者
は
必
死
の
覚
悟
で
御
社

を
守
り
通
し
、

占
領
解
除
後
社
号
は
「護
囲
神
社
」

と
復
称
し
、

国
民
、

県
民
の
崇
敬
は
拡
ま
っ
て
行
っ
た
。

旧
指
定
護
囲
神
社
五
十
二
社
は
、

「靖
囲
神
社
及

び
合
国
の
護
囲
神
社
相
イ
の
連
絡
を
緊
密
に
し
、矢

不

神
の
奉
斎
、

祭
祀
の
厳
修
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
「全
国
護
団
神
社
會
」
を
組
織
し
て
い

る
。

北
海
道
や
岐
阜
県
・兵
庫
県
・広
島
県
・島
根

県
の
よ
う
に
一県
内
に
複
数
存
在
す
る
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、

建
設
中
に
戦
災
で
焼
失
し
た
神
奈
川
県
（戦

後
、戦

没
者
慰
霊
堂
が
建
て
ら
れ
た
）
や
、

東
京
都
な

ど
、存

在
し
な
い
県
も
あ
る
。

護
囲
神
社
の
祭
神
は
端
同
神
社
か
ら
分
祀
さ
れ

た
の
で
は
な
く
、

独
自
で
招
魂
し
容
祀
を
執
り
行
っ

て
い
る
た
め
、端

回
神
社
と
は
同
列
の
関
係
で
あ
っ
て

上
下
の
関
係
は
な
い
。

招
魂
合
祀
は
各
護
囲
神
社
独

自
で
斎
行
し
て
お
り
、

白
衛
官
・警
察
官
・消
防
官

な
ど
の
公
務
殉
職
者
を
合
祀
し
て
い
る
護
囲
神
社

も
あ
る
。



靖国神社奉納 240号 油絵

この油絵は、大束亜戦争に於ける海上輸送戦の

実情を伝えるため、昭和61年10月13日、財団法人

日本殉職船員顕彰会 と、海防艦顕彰会 より、靖国

神社に奉納されました。

佐藤幹児回伯の作で、240号(横409cm×縦152cm)

の大作です。

昭和20年 1月 12日、印度支那半島東岸に於て、
「ヒ八六船団」 (タンカー 4隻 、貨物船 6隻 )、護

衛艦 (第百一戦隊―― 「香椎」、海防艦 5隻 )は 、

南方の石油、重要物資を満載 し、帰国途次、米国

「ヒ八六船団」帰らず

主力機動部隊艦載機の反復攻撃を受け、終 日に及

ぶ防戦 も空 しく、海防艦 3隻 を残 し、全減 しまし

た。この絵は、その情景を画いたものです。

南支那海に侵入したこの機動部隊は、更に 「第

一海防隊護衛補給船団」「サタ○五船団」「ヒ八七

船団」等を攻撃 し、我が国は合計艦艇11、船舶48

隻の大損害を受けました。

この後も、決死的な南方輸送が行われましたが、

殆 ど成功せず、高方 との重要輸送路を断たれた我

が国は、石油、資源が枯渇し、国力を失いました。



大
東
亜
戦
争
　
海
上
輸
送
の
戦
い

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、

米
、

英
、

蘭
と
開
戦
し
、

西
大
平

洋
、

束
印
度
洋
の
各
地
を
占
領
し
た
我
が
国
の
兵
員
、

物
資
の
輸

送
は
、

広
域
か
つ
莫
大
な
量
で
、

大
束
亜
戦
争
中
期
以
降
は
、

こ

れ
ら
は
総
て
敵
の
制
海

・
制
空
権
下
の
海
■
輸
送
に
よ
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、

第

一
次
世
界
大
戦
の
苛
烈
な
英
、

独
海
上
輸
送
戦

の
実
例
が
あ

っ
た
に
も
拘
ら
ず
、

我
が
国
は
海
上
輸
送
戦
に
対
す

る
認
識
が
薄
く
、

護
衛
艦
艇
、

護
衝
航
空
機
等
の
海
上
輸
送
戦
に

対
す
る
準
備
を
、

殆
ど
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

開
戦
当
初
は
、

敵
の
体
勢
も
整
わ
ず
、

船
舶
の
被
告
は
軽
微
で

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

敵
の
潜
水
艦
、

機
動
部
隊
航
空
機
等
に

よ
る
反
撃
が
始
ま
り
、

昭
和
十
八
年
末
よ
り
、

船
舶
の
被
害
は
増

大
し
、

昭
和
十
九
年
六
月
に
は
、

西
太
平
洋
の
殆
ど
の
海
上
輸
送

路
を
失
い
、

昭
和
二
十
年

一
月
、

敵
機
動
部
隊
の
南
支
那
海
侵
入

に
よ
り
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ー
門
司
間
の
、

南
方
と
の
輸
送
大
動
脈

を
断
た
れ
ま
し
た
。

更
に
同
年
初
夏
に
は
、

敵
の
機
言
に
よ
っ
て
、

我
が
国
の
主
要
港
湾
を
封
鎖
さ
れ
、

終
戦
時
の
我
が
海
上
輸
送
路

は
、
日
本
海
の

一
部
を
残
す
の
み
で
し
た
。

海
上
輸
送
の
漸
減
に
よ
り
、

我
が
国
の
石
油
等
の
物
資
、

食
糧

は
不
足
し
、

我
が
占
領
地
の
戦
力
、

国
内
の
生
≡産
力
は
低
下
し
、

終
に
我
が
国
は
戦
う
力
を
失
い
ま
し
た
。

戦
中
、

海
防
艦
等
の
護
衛
艦
の
建
造
が
急
が
れ
ま
し
た
が
、

そ

の
就
役
は
殆
ど
昭
和
十
九
年
以
降
で
、

ま
た
標
準
型
船
舶
等
も
大

量
に
造
ら
れ
ま
し
た
が
、

米
国
に
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

敵
潜
水
艦
の
み
な
ら
ず
、

敵
機
動
部
隊
、

基
地
航
空
機
の
横
行

す
る
海
■
を
、

我
が
船
員
及
び
海
上
護
衛
兵
員
は
、

不
眠
、

不
休
、

苛
酷
な
居
住
に
耐
え
、

決
死
的
な
海
上
輸
送
を
行
い
ま
し
た
が
、

海
Ｌ
輸
送
路
を
守
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

我
が
回
は
、

当
初
五
百
九
十
九
万
総
ト
ン
の
船
舶
を
保
有
し
て

い
ま
し
た
が
、

戦
中
阿
百
七
卜

一
万
総
ト
ン
を
加
え
、

八
百
九
十

万
総
ト
ン

（二
千
五
百
三
十
四
隻
）
を
失
い
、

終
戦
時
に
は
、

健

か
に
百
八
十

一
万
総
ト
ン

（損
傷
大
）
を
残
す
の
み
で
し
た
。

船

舶
の
被
害
は
、

敵
潜
水
艦
に
よ
る
も
の
千
百
五
十
二
隻
、

敵
航
空

機
八
百
三
十
八
隻
、

機
雷
三
百
五
十
七
隻
、

海
難
そ
の
他
百
八
十

七
隻
で
す
。

（五
百
結
ト
ン
以
上
の
船
舶
）

船
員
の
殉
職
六
万
人
、

護
衛
関
係
兵
員
及
び
輸
送
途
次
の
戦
死
、

殉
職
者
は
数
十
万
人
に
及
ぶ
と
推
定
さ
れ
、

沈
ん
だ
艦
船
、

及
び

こ
の
積
荷
の
損
害
は
、

莫
大
な
も
の
で
し
た
。

我
が
国
は
島
国
で
、

食
糧
、

資
源
は
自
給
自
足
で
き
ず
、

殆
ど

海
外
よ
り
輸
入
し
、

製
品
の
多
く
を
輸
出
し
て
、

国
民
の
生
計
を

維
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

故
に
、

世
界
各
国
が
自
由
貿
易

を
守
り
、
し
か
も
海
上
輸
送
が
安
全
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ

と
を
、

国
民
は
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

（海
防
艦
顕
彰
会
）



米軍を

ど姦   十

昭和19年 2月 、戦局は米軍のマリアナ諸島 ・ニューギエア西部への進出によ

り、フィリピンも敵日前に晒され、やがては沖縄侵攻も予淑lされるなど、きわ

めて日本は憂慮すべき状況にあった。すでに日本の航空戦力の消耗は甚だしく、

敵の進撃を阻止するには、敵船団を上陸前に撃破する以外になかった。ここに

おいて、同年 7月 陸軍海上挺進戦隊が結成 されたのである。

その任務は、泊地にある敵船艇に250キロの爆雷を装着 したベニヤ製のモータ

ーボー トの夜問奇襲による肉迫攻撃を加え、一艇をもって一船を屠ることであ

った。

結成 された陸軍海上挺進戦隊は、隊長には陸軍士官学校51期から54期の若い

少佐 と大尉があたり、中隊長には陸軍士官学校57期を主体とした中尉がその任

に就いた。群長(小隊長)には18年12月に学徒出陣した船舶幹部候補生第11期を

主体とし、12期の見習士官及び各地の陸軍予備士官学校等出身の見習士官が任

に就き、一般隊員としては、当時16歳～18歳の船舶特別幹部候補生が主であっ

た。戦闘の主力をなしたのは、この年若い少年兵たちであった。

全軍より選抜 された、この16歳から25歳の若き精鋭たちは昼夜を分かたぬ猛

訓練の後、19年10月、30コ戦隊の編成をもって、おのおの最後の決戦地、フィ

リピン ・沖縄 ・台湾に展開を完了した。

陸軍海上挺進戦隊は国軍の大きな期待を担って、短期間の訓練の後、不慣れ

な海上において無防備の特攻艇を操 り、敵船艇を撃沈すること数十隻という赫

々たる戦果を挙げた。生還を期することのできない任務であり、当時は隠密部

隊として、まったく世に発表 されないままに終戦を迎えている。

青春のすべてを隈Fって鬼神のごとき攻撃を敢行 し、再び帰 らぎるもの1,636名

の多きに及んだ。陸軍海上挺進戦隊の業績は、その家族と国を憂う純粋な心と

ともに、永く青史にとどめなければならない。



陸
軍
海
上
挺
進
戦
隊

■
　
発
足
の
経
緯

昭
和
１８
年
９
月
２９
日
、

船
舶
部
隊
の
拡
大
に
と
も
な
い
、

船
舶
兵
種
を
創

設
し
、

同
年
１１
月
船
舶
特
別
幹
部
候
補
生
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
頃
、

落
下
傘
部
隊
の
菅
原
久

一
大
尉

（陸
±
５‐
期
の
ち
海
上
挺
進
第
１０
戦
隊
長
）

が
、

自
ら
率
い
て
敵
に
あ
た
る
た
め
、

速
力
五
十
節
く
ら
い
の
高
速
艇
の
作

製
を
陸
軍
省
に
意
見
具
申
し
た
。
中
央
部
は
こ
の
種
決
死
兵
器
に
は
同
意
し

な
か
っ
た
。

昭
和
１９
年
４
月
、

陸
軍
船
舶
司
令
部

（広
島
市
宇
品
）
内
で
、

鈴
木
宗
作

司
令
官
以
下
関
係
者
の
間
に
、

海
上
の
防
衛
は
航
空
部
隊
の
み
に
任
せ
る
こ

と
な
く
、

船
舶
部
隊
自
ら
の
手
で
実
施
す
べ
き
だ
と
の
意
見
が
強
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
簡
単
で
軽
量
の
攻
撃
艇
を
、

あ
ら
か
じ
め
敵
の
予
想
上
陸
正
面
に

配
置
し
、

奇
美
に
よ
っ
て
上
陸
船
団
を
側
背
か
ら
攻
撃
す
る
着
想
を
た
て
、

野
戦
船
舶
本
廠
に
舟
艇
の
試
作
を
、

ま
た
戦
法
等
に
つ
い
て
船
舶
練
習
部
に

そ
れ
ぞ
れ
研
究
を
担
当
さ
せ
た
。

ま
た
、

こ
れ
と
は
別
に
、

大
本
営
陸
軍
部
で
も
、

こ
の
目
的
の
た
め
、

兵

器
行
政
本
部
と
第
十
技
術
研
究
所
に
、肉

迫
攻
撃
艇
の
開
発
を
命
じ
て
い
た
。

‐９
年
７
月
海
軍
の
①
艇
と
陸
軍
の
試
作
艇
の
比
較
試
験
を
行
な
い
、

各
種

の
要
件
を
充
す
こ
と
で
、

第
十
技
術
研
究
所
の
試
作
に
な
る
甲

一
号
型
を
採

用
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

こ
の
艇
は
、

長
さ
五

・
六
米
、

幅

一
。
人
米
、

吃
水
○

・
二
六
米
、

満
載

排
水
量
約

一
・五
噸
、

最
大
速
力
二
〇
～
二
四
節
、

航
続
時
間
三
・五
時
間
、

二
五
①
両
爆
雷

一
個
装
備
の
べ
一ヤ
板
製
の
半
滑
走
型
で
、秘

匿
名
称
を
連
絡

艇
②
と
称
し
た
。中

央
部
で
は
肉
迫
艇
の
意
味
を
込
め
て
○
と
称
し
て
い
た
。

昭
和
１９
年
８
月
十
ヶ
戦
隊
の
仮
編
成
が
小
豆
島
船
舶
特
別
幹
部
候
補
生
隊

に
お
い
て
完
了
、

豊
島
に
お
け
る
②
の
訓
練
が
開
始
さ
れ
た
。

■
　
部
隊
運
用
の
構
想

絶
対
的
な
制
空
制
海
権
下
に
進
攻
作
戦
を
展
開
し
て
い
る
米
軍
に
村
し
攻



撃
必
成
を
期
す
る
た
め
、

次
の
運
用
方
針
が
定
め
ら
れ
た
。

現
地
の
最
高
指
揮
官

　

（通
常
軍
司
令
官
）
が
直
轄
し
て
運
用
す
る
。
こ
れ

は
、　

一
局
部
の
戦
況
に
眩
惑
さ
れ
ず
、

敵
の
上
陸
企
図
を
的
確
に
捕
え
、

つ

と
め
て
多
く
の
攻
撃
艇
を

一
斉
に
統

一
使
用
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、

初
回
の
使
用
時
期
の
判
断
は
、

当
該
作
戦
軍
の
み
な
ら
ず
全
陸
軍
同
種
部
隊

の
命
運
を
も
左
右
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。

企
図
の
秘
匿
を
絶
対
の
要
件
と
す
る
　
こ
の
着
想
は
、

陸
軍
に
と
り
有
史
以

来
の
新
企
図
で
あ
り
、　

一
た
び
敵
に
暴
露
す
れ
ば
、

こ
の
艇
の
脆
弱
さ
と
自

衛
能
力
の
不
足
か
ら
、

容
易
に
対
応
の
処
置
を
講
じ
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
が
た
め
、

国
内
に
お
け
る
艇
の
製
作
装
備
は
も
と
よ
り
、

こ
の
種

部
隊
の
存
在

・
配
置

・
戦
法
等
全
般
に
わ
た
り
、

企
図
を
秘
匿
す
る
こ
と
が

作
戦
成
功
の
絶
対
的
要
件
で
あ
っ
た
。

基
地
の
秘
匿
、

掩
護
の
強
化
　
②
部
隊
は
、

泊
地
に
進
入
し
て
来
る
敵
輸
送

船
も
し
く
は
軽
艦
艇
を
目
標
と
し
た
。　

一
方
艇
の
航
続
力
の
制
約
か
ら
、

部

隊
の
展
開
は
当
然
予
想
敵
上
陸
正
面
付
近
に
限
定
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
徹

底
し
た
敵
の
砲
爆
撃
に
よ
る
制
圧
に
耐
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

こ
の
た

め
基
地
の
秘
匿
と
掩
護
は
絶
対
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

攻
撃
は
、

大
量
に
よ
る
奇
美
と
す
る
　
敵
は
通
常
膨
大
な
戦
力
を
投
入
し
て

上
陸
を
強
行
す
る
。
こ
れ
に
対
し
期
待
す
る
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、

大

兵
力
を
投
入
し
、

か
つ
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
同
時
に
攻
撃
を
行
な
い
敵
の
対

応
を
困
難
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
既
に
の
べ
た
艇
の
特
性
か
ら
、

夜
問

に
お
け
な
奇
襲
に
よ
る
こ
と
を
必
須
の
要
件
と
し
て
い
た
。

攻
撃
の
要
領
　
戦
隊
長
の
指
揮
の
も
と
、

軍
の
命
令
に
基
づ
き
、

日
没
後
に

舟
艇
を
泥
水
し
、　

一
コ
戦
隊

（百
隻
）
ま
た
は

一
コ
中
隊

（三
十
隻
）
ご
と

に
航
行
、

敵
の
護
衛
又
は
警
戒
艦
艇
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、

そ
の

一
部
を
も

っ
て
体
当
り
攻
撃
を
行
わ
せ
、

主
力
の
舟
艇
群
を
も
っ
て
目
標
に
突
進
、

三

な
い
し
九
隻
が

一
団
と
な
っ
て
攻
撃
を
実
施
す
る
。



陸
軍
海
上
挺
進
戦
隊
の
活
躍

②
部
隊
は
、

困
難
な
海
上
輸
送
を
克
服
し
、

敵
上
陸
前
に
予
想
上
陸
正
面

に
作
戦
展
開
を

一
応
終
了
し
た
。
し
か
し
、

敵
上
陸
点
を
的
確
に
判
断
し
、

適
切
な
作
戦
展
開
を
実
施
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

敵
の
リ
ン

ガ
エ
ン
湾
上
陸
作
戦
に
お
け
る
我
が
②
部
隊
の
陛
目
す
べ
き
戦
果
は
、

米
進

攻
軍
を
し
て
か
え
っ
て
徹
底
し
た
対
抗
策
を
強
化
さ
せ
る
結
果
と
な
り
、

比

島
つ
い
で
沖
縄
戦
に
お
け
る
②
部
隊
の
じ
後
の
運
用
を
き
わ
め
て
困
難
に
し

た
。
ま
た
②
は
夜
問
混
乱
し
た
海
上
に
お
い
て
、

通
信
連
絡
の
手
段
も
有
せ

ず
か
つ
視
認
し
に
く
い
小
挺
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
戦
果
の
確
認
は
甚
だ

困
難
な
も
の
が
あ
っ
た
が
米
軍
の
資
料
に
よ
り
そ
の
戦
果
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

比
島
に
お
け
る
特
攻
作
戦

昭
和
２０
年
１
月
９
日
、

セ
オ
ド
ア
・
Ｓ

・
ウ
イ
ル
キ
ン
ソ
ン
中
将
指
揮
の

進
攻
部
隊
が
、

ル
ソ
ン
島
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
上
陸
を
開
始
し
た
夜
、

同
地
区

の
ス
ワ
ル
に
展
開
し
て
い
た
第
十
二
戦
隊

（戦
隊
長
高
橋
功
大
尉

・
陸
士

５４
）
は
、

約
四
十
隻

（
一
説
で
は
七
十
隻
）
を
も

っ
て
出
撃
を
行
な
い
、

翌

１０
日
午
前
３
～
４
時
頃
、

米
軍
の
輸
送
船
お
よ
び
上
陸
用
舟
艇
を
攻
撃
、

多

大
の
戦
果
を
あ
げ
生
存
者
僅
か
に
二
名
を
残
し
他
は
全
員
戦
死
し
た
。

米
軍

資
料
に
も
と
づ
く
戦
果
は

（リ
チ
ャ
ー
ド

・
ネ
オ
ー
ル
著

「特
別
攻
撃
隊
」

に
よ
る
）
、

次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
０３

”
５８
、

ア
メ
リ
カ
戦
艦
コ
ロ
ラ

ド
は
、　

王
全

一五
噸
の
戦
車
揚
陸
艦
Ｌ
Ｓ
Ｔ
跡
か
ら
の
緊
急
通
信
を
受
け

た
。

『敵
魚
雷
艇
に
よ
り
被
害
を
受
く
、

浸
水
が
激
し
い
』

『救
助
艇
送
れ
』

Ｌ
Ｓ
Ｔ
９２５
の
周
辺
に
は
、

少
な
く
と
も
三
隻
の
②
艇
か
ら
至
近
距
離
に
爆
雷

が
落
と
さ
れ
、

戦
車
揚
陸
艦
は
水
線
付
近
に
穴
が
あ
き
、

右
舷
エ
ン
ジ
ン
が

破
壊
さ
れ
た
。

彼
等
は
こ
の
目
標
に
体
当
た
り
は
し
な
か
っ
た
が
、

正
確
に

教
範
通
り
の
攻
撃
を
行
っ
た
。

②
艇
は
二
十
節
の
高
速
で
艦
尾
か
ら
突

っ
込

み
、

一
隻
は
右
舷
に

一
隻
は
左
舷
に
、ま

た

一
隻
は
艦
尾
四
十
米
位
で
爆
雷
を

落
と
し
、

四
秒
後
信
管
が
爆
発
す
る
と
き
に
、

最
も
効
果
あ
る
艦
中
央
と
艦

尾
の
庇
と
ス
ク
リ
ュ
ー
付
近
で
爆
雷
を
爆
発
さ
せ
る
の
に
成
功
し
、

急
転
蛇

し
て
暗
闇
に
消
え
て
行
っ
た
。
し
か
し
、

大
部
分
の
②
艇
は
直
進
し
て
体
当

た
り
し
、

爆
雷
が
直
接
目
標
の
至
近
距
離
で
爆
発
す
る
の
を
確
実
に
し
た
。

こ
の
よ
う
な
攻
撃
が
、

Ｌ
Ｓ
Ｔ
‐０２８
に
も
加
え
ら
れ
爆
発
が
艦
底
で
起
こ

り
、

エ
ン
ジ
ン
部
に
海
水
が
激
し
く
流
れ
込
ん
で
き
た
。

付
近
に
い
た
二
隻

の
Ｌ
Ｓ
Ｔ
と
六
、

二
Ｏ
①
噸
の
輸
送
船
ウ
ァ
ー

・
オ
ー
ク
も
各

一
隻
の
②
艇

の
攻
撃
を
受
け
、

輸
送
船
は
魚
雷
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
と
報
告
し
、

船
長

は
船
を
見
捨
て
る
決
心
を
し
た
。
ウ
ァ
ー

・
オ
ー
ク
号
の
舷
側
に
三

・
六
米

の
破
口
が
あ
き
、

七
十
三
名
の
負
傷
者
が
救
助
さ
れ
た
。

０４

¨
００
直
後
に
、

魚
雷
艇
（筆
者
注
②
艇
の
こ
と
）
に
よ
る
攻
撃
の
警
報
が
、連

合
軍
艦
隊
に
発
令

さ
れ
た
。

駆
逐
艦
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
、

突
入
し
て
く
る
②
艇
を
二
十
二
米
前
で

二
①
ミ
リ
砲
で
撃
破
し
危
険
を
回
遊
し
た
。

艦
艇
で
ご

っ
た
が
え
し
た
泊
地

で
は
、

回
避
運
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

０５

”
００
頃
ま
で
に
生
き

残

っ
た
②
艇
は
退
去
し
た
が
、

損
傷
が
ひ
ど
く
攻
撃
再
興
は
不
能
で
あ

っ

た
。
日
本
側
は
二
十
乃
至
三
十
隻
の
艦
艇
を
撃
沈
ま
た
は
大
破
し
た
と
主
張

し
た
。

集
計
す
る
と
上
陸
船
団
は
沈
没
六
隻
、

大
破
二
隻
、

損
害
人
隻
で
計

十
六
隻
で
日
本
側
の
主
張
に
近
い
被
害
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
損
失
は
、

ア

メ
リ
カ
海
軍
に
と
っ
て
は
重
大
な
も
の
で
あ
り
、

比
島
南
部
に
展
開
し
て
い

た
魚
雷
艇
隊
を
至
急
北
西
方
面
に
移
動
し
、

輸
送
船
団
泊
地
の
防
衛
力
増
強



鮪
０

比島北部関係地名図
を
は
か
っ
た
。
こ
の
攻
撃
後
、

生
き
残

っ
た
日
本
兵
の
行
動
か
ら
、

『リ
ン
ガ

エ
ン
の
決
死
的
遊
泳
者
た
ち
』
と
言
う
神
話
が
生
ま
れ
た
。

裸
の
遊
泳
者
が

後
に
爆
薬
を
綱
で
曳
い
て
攻
撃
し
て
ぐ
る
の
を
、

ア
メ
リ
カ
軍
の
水
兵
は
ナ

イ
フ
と
短
銃
で
阻
止
し
た
。

米
軍
で
は
、
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
お
け
る
②
艇
の
攻
撃
か
ら
四
日
後
に
、

海

軍
の
Ｐ
Ｔ

（哨
戒
艇
、

魚
雷
を
通
常
装
備
せ
ず
、

四
〇
耗

・
三
七
耗

・
二
〇

耗
砲
や
重
機
関
銃
及
び
ロ
ケ
ッ
ト
を
装
備
）
と
航
空
機
と
で
徹
底
し
た
哨
戒

を
開
始
し
、

ま
た
特
攻
艇
等
の
秘
密
基
地
を
破
壊
す
る
た
め
隠
密
に
行
動
す

る
カ
ク
タ
ス
海
軍
部
隊
を
編
成
し
、　

一
方
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ゲ
リ
ラ
部
隊
を
そ

の
探
知
に
使
用
し
た
。

昭
和
２０
年
１
月
３‐
日
、

米
国
第
十

一
空
挺
師
団
の
連
隊
戦
闘
団
規
模

の
部
隊
が
、

マ
エ
ラ
湾
の
や
や
南
の
ナ
ス
グ
ブ
沖
に
上
陸
準
備
を
開
始

し
た
と
き
、

ナ
ス
グ
ブ
北
西
四
十
粁
の
基
地
か
ら
第
十
五
戦
隊
第
二
中

隊
長
上
野
義
現
中
尉
（陸
±
５６
）
の
指
揮
す
る

一
コ
中
隊
が
、

ま
た
そ
の

南
か
ら
戦
隊
の

一
部
が
出
撃
し
船
団
泊
地
を
攻
撃
し
た
。
こ
の
地
域

は
、

海
岸
が
急
傾
斜
で
、

２４

中
００
２
尚
潮
を
待
っ
て
揚
陸
を
す
る
べ
く
、

上
陸
軍
旗
艦
ス
ペ
ン
サ
ー
と
駆
逐
艦
三
隻
が

一
般
哨
戒
に
つ
き
、

海
岸

か
ら
五
浬
沖
に
駆
逐
艦
三
隻
、

対
潜
哨
戒
艦

一
隻
と
駆
潜
艇

一
隻
と

で
、

ま
た
駆
逐
艦
二
隻
を
船
団
付
近
に
配
備
し
た
。

２２

¨
３５
頃
、

駆
潜
艇

が
満
月
の
海
上
を
二
十
隻
の
②
艇
が

一
列
隊
形
で
前
進
す
る
の
を
発
見

し
警
報
を
発
し
た
。

駆
逐
艦
が
②
艇
を
砲
撃
す
る
前
に
、

駆
潜
艇
が
高
射

機
銃
と
七
六
ミ
リ
砲
で
②
二
隻
を
撃
沈
し
た
が
、

三
隻
目
の
②
が
駆
潜

艇
の
中
央
に
衝
突
し
、

水
線
に
二
米
の
穴
が
あ
き
、

転
覆
沈
没
し
た
。

そ

の
後
②
艇
は
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、駆

逐
艦
の
攻
撃
を
試
み
た
が
、米

国
艦
艇
に
よ
っ
て
②
艇
は
大
損
害
を
う
け
、

最
後
の
二
隻
も
夜
明
け
に
な
っ

て
飛
行
機
で
沈
め
ら
れ
た
。

２
月
２
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
間
、

第
十
五
及
び
第
十
六
戦
隊
の
残
部
が
散

発
的
な
攻
撃
を
繰
り
返
し
、

ま
た
第
十

一
戦
隊
も
マ
エ
ラ
南
方
の
テ
ル
ナ
ー

テ
地
区
か
ら

一
部
の
艇
で
攻
撃
し
た
が
、

戦
果
は
未
確
認
で
あ
っ
た
。

沖
縄
に
お
け
る
特
攻
作
戦

米
連
合
遠
征
部
隊
は
、

ス
プ
ー
ル
ア
ン
ス
海
軍
大
将
の
率
い
る

一
、

五
①

Ｏ
隻
の
艦
艇
と
圧
倒
的
航
空
支
援
の
も
と
、

第
十
軍
司
令
官
Ｓ

・
Ｂ

・
バ
ッ

ク
ナ
ー
陸
軍
中
将
指
揮
の
二
十
四
万
の
上
陸
部
隊
を
も

っ
て
、

昭
和
２０
年
４

月
１
日
、

沖
縄
本
島
西
部
の
嘉
手
納
海
岸
に
、

上
陸
作
戦
を
展
開
し
た
。



こ
れ
に
先
だ
ち
、

本
島
西
南
方
の
慶
良
問
海
峡
は
、

米
軍
に
と
り
恰
好
の

洋
上
補
給
と
艦
艇
修
理
の
基
地
で
あ
る
た
め
、

こ
れ
を
重
視
し
た
攻
略
部
隊

は
、

第
七
十
七
歩
兵
師
団
を
も
っ
て
、
３
月
２６
日
攻
撃
を
実
施
し
た
。

慶
良

問
列
島
に
は
、

②
部
隊
の
第

一
乃
至
第
二
戦
隊
が
展
開
し
、

敵
上
陸
部
隊
の

泊
地
侵
入
後
、

そ
の
背
面
か
ら
攻
撃
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、

出
撃
の
条
件

未
完
の
ま
ま
不
意
の
急
襲
を
う
け
た
。

そ
の
う
え
各
海
上
挺
進
基
地
大
隊

は
、

沖
縄
本
島
か
ら
他
に
転
用
さ
れ
た
第
九
師
団
の
後
詰
め
部
隊
と
な
り
、

そ
の

一
部
を
残
置
し
て
主
力
は
既
に
本
島
に
転
進
し
て
お
り
、

対
上
陸
作
戦

能
力
は
微
弱
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
お
い
て
第
二
十
二
軍
は
作
戦
全
般
に

及
ぼ
す
影
響
を
顧
慮
し
、

三
コ
戦
隊
に
対
し
②
艇
の
破
棄
を
下
令
し
た
。

時
あ
た
か
も
慶
良
間
列
島
所
在
②
部
隊
の
戦
備
状
況
を
視
察
中
で
あ
っ
た

軍
船
舶
団
長
大
町
茂
大
佐

一
行
は
、

急
返
軍
指
令
部
に
帰
還
す
る
た
め
、

自

沈
を
免
れ
た
第
二
戦
隊
の
②
二
隻
に
分
乗
し
て
出
発
し
た
が
、

大
町
大
佐
の

艇
は
洋
上
で
消
息
を
絶

っ
た
。　

一
方
第
二
戦
隊
の
第

一
中
隊
は
、

慶
良
問
列

島
中
の
慶
留
問
島
に
分
駐
し
て
い
た
が
、
３
月
２８
日
未
明
、

大
下
真
男
中
隊

長
（陸
±
５７
）
以
下
十
六
名
が
、

②
四
隻
に
分
乗
し
出
撃
を
敢
行
し
、

慶
良
問

海
峡
で
米
駆
逐
艦

一
隻
を
撃
沈
、

輸
送
船
二
隻
を
撃
破
し
た
と
の
戦
果
が
報

告
さ
れ
た
が
、

米
軍
側
の
記
録
で
は
、

攻
撃
を
す
べ
て
撃
破
し
実
質
的
な
被

害
は
無
か
っ
た
と
な
っ
て
い
る
。

敵
上
陸
部
隊
は
、

沖
縄
本
島
上
陸
に
先
立
ち
、

上
陸
正
面
と
運
天
港
の
特

殊
潜
航
艇
お
よ
び
海
上
挺
進
攻
撃
基
地
を
徹
底
し
て
制
圧
し
た
。
こ
の
砲
爆

撃
に
耐
え
、
３
月
２９
日
第
二
十
九
戦
隊
の
第

一
中
隊
長
中
川
康
敏
中
尉

（陸

±
５６
）
以
下
十
七
名
が
、十

七
隻
の
②
を
泥
水
し
北
谷
西
方
の
米
艦
船
を
攻
撃

し
、

中
型
艦

一
隻
を
撃
沈
し
二
隻
を
撃
破
し
た
。
こ
の
攻
撃
で
十
六
名
が
戦

死
し
た
。

米
軍
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

「②
は
エ
ン
ジ
ン
の
騒
音
と
月

光
に
照
ら
さ
れ
た
航
跡
の
夜
光
虫
と
で
発
見
さ
れ
、

激
し
い
砲
撃

で
輸
送
船
に
接
近
出
来
な
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、　

一
隻
が
砲
火
を

突
破
し
五
二
〇
噸
の
Ｌ
Ｓ
Ｍ
ｌ２
に
衝
突
、

船
は
中
央
に
大
穴
を
あ

け
ら
れ
、応

急
修
理
で
持
ち
こ
た
え
た
が
、
４
月
４
日
沈
没
し
た
」

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

糸
満
付
近
に
展
開
し
て
い
た
第
二
十
六
戦
隊
は
、
４
月
７
日
（米

軍
資
料
で
は
４
月
９
日
）
船
舶
工
兵
第
二
十
六
連
隊
の
神
山
島
の

米
軍
砲
兵
陣
地
へ
の
斬
込
み
に
呼
応
し
、

軍
命
令
に
も
と
づ
き
第

一
中
隊
二
十
隻
が
出
撃
、

第
二
中
隊
は
岸
本
具
郎
中
隊
長

（陸
士

５７
）
以
下
二
隻
が
こ
れ
に
連
繋
し
て
攻
撃
を
実
施
し
、

駆
逐
艦

一

隻
輸
送
船
二
隻
を
撃
沈
し
た
ほ
か
火
柱
三
を
望
見
す
る
こ
と
が
出

屋豪  全
武

織

沖紐南部関

渡

嘉

敷

島



来
た
。

米
軍
資
料
に
よ
れ
ば
、

「４
月
９
日
３
時
、

②
隊
は
基
地
よ
り
暗
夜
を

つ
い
て
出
撃
し
た
。
４
時
二
、

①
五
〇
噸
の
駆
逐
艦
チ
ャ
ー
ル
ズ

・
Ｊ

・
バ
ッ

ジ
ャ
ー
は
、

海
岸
砲
撃
任
務
を
完
了
し
た
あ
と
停
泊
中
、

暗
闇
の
中
か
ら
②

艇
の
攻
撃
を
う
け
て
犠
牲
と
な
っ
た
。

バ
ッ
ジ
ャ
ー
が
射
撃
を
始
め
る
前
に

爆
雷
を
投
下
し
間
の
中
に
消
え
た
。

爆
発
に
よ
り
機
関
室
に
大
浸
水
が
起
こ

り
、

戦
死
者
は
出
な
か
っ
た
が
、

艦
は
浮
力
を
保
て
な
く
な
り
、

慶
良
問
海

峡
ま
で
曳
航
欄
座
し
、再

び
戦
闘
に
参
加
し
得
な
か
っ
た
。駆

逐
艦
パ
ァ
デ
イ

は
、

集
中
砲
火
で
②
の
接
近
を
阻
止
し
、

そ
の
た
め
投
下
爆
雷
は
遠
く
て
被

害
を
ま
ぬ
が
れ
、

六
、

三

一
人
ト
ン
の
攻
撃
輸
送
船
ス
タ
ー
も
至
近
爆
雷
を

受
け
た
が
、

被
害
は
な
か
っ
た
。

中
型
揚
陸
艦
Ｌ
Ｓ
Ｍ
８９
は
体
当
た
り
攻
撃

を
受
け
た
が
、

被
害
は
軽
微
で
あ
っ
た
。
ま
た
駆
逐
艦
ポ
ー
タ
ー
フ
ィ
ー
ル

ド
も
被
害
を
受
け
た
。

②
の
攻
撃
に
た
い
す
る
射
撃
の
た
め
、

各
艦
は
し
ば

し
ば
お
互
い
の
流
れ
弾
に
よ
り
被
弾
し
た
。

②
艇
が
全
部
沈
め
ら
れ
て
も
、

泳
い
で
い
る
生
存
者
が
手
梱
弾
を
も
っ
て
攻
撃
し
て
く
る
の
で
、

射
撃
を
続

け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

４
月
１０
日
、

第
二
十
六
戦
隊
第
二
中
隊
野
田
耕
平
見
習
士
官
以
下
十
名

が
、

各
個
攻
撃
を
実
施
し
、

全
員
が
帰
還
し
た
が
、

戦
果
は
不
明
で
あ
っ
た
。

４
月
１５
日
第
二
十
六
戦
隊
長
足
立
睦
生
大
尉
（陸
±
５３
）
以
下
二
十
二
隻
が
、

嘉
手
納
西
方
海
面
の
米
軍
艦
艇
を
攻
撃
し
、

駆
逐
艦

一
隻
艦
種
不
詳

一
隻
を

撃
沈
、

艦
種
不
詳
三
隻
を
炎
上
さ
せ
、

そ
の
ほ
か
に
火
柱
六
を
報
告
し
た
。

同
日
付
の
米
軍
資
料
に
よ
れ
ば
、

機
雷
掃
海
艇
Ｙ
Ｍ
Ｓ
３‐
が
②
の
攻
撃
で
大

破
し
た
と
な
っ
て
い
る
。

４
月
２６
日
、

第
二
中
隊
は
十
五
隻
を
も

っ
て
出
撃
準
備
し
た
が
、

砲
撃
及

び
不
測
の
誘
発
事
故
に
よ
り
出
撃
不
能
と
な
り
、

中
隊
長
及
び
他
の

一
艇
の

み
を
も
っ
て
駆
逐
艦
を
攻
撃
し
た
。
４
月
２７
日
第

一
中
隊
は
十
二
隻
を
も
っ

て
嘉
手
納
沖
の
艦
船
を
攻
撃
し
、

輸
送
船

一
隻
、

駆
逐
艦

一
隻
を
撃
沈
し
た

と
報
告
さ
れ
た
。

第
二
十
人
戦
隊
は
、
４
月
２７
～
２８
日
夜
、

第
二
中
隊
長
小
林
浩
三
少
尉
（陸

±
５７
）
の
指
揮
す
る
ニ
コ
群

（二
十
二
隻
）
で
、

具
志
頭
付
近
か
ら
中
城
湾

に
出
撃
し
た
が
、

戦
果
は
不
明
で
あ
っ
た
。

米
軍
資
料
で
は
、

「４
月
２７
日
中

城
湾
に
お
い
て

一
隻
の
②
艇
が
、

二
、

〇
五
〇
噸
の
駆
逐
艦
ハ
ッ
チ
ン
ズ
を

吹
き
飛
ば
し
た
。

②
艇
の
体
当
た
り
に
よ
り
、

艦
は
数
フ
ィ
ー
ト
飛
び
上
が

り
左
舷
の
エ
ン
ジ
ン
と
ス
ク
リ
ュ
ー
軸
が
破
損
し
、

十
八
名
が
負
傷
し
艦
は

終
戦
ま
で
使
用
不
能
と
な
っ
た
。
ま
た
二
日
後
に
、

ロ
ケ
ッ
ト
砲
艦
Ｌ
Ｃ
Ｓ

３７
は
、

体
当
た
り
攻
撃
を
う
け
艦
は
大
破
し
た
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

５
月
３
日
の
第
二
十
二
軍
の
総
攻
撃
に
あ
た
っ
て
、

戦
線
左
翼
西
海
岸
正

面
で
は
、

第
二
十
七
戦
隊
第

一
中
隊
、

第
二
十
人
戦
隊
の
主
力
及
び
第
二
十

九
戦
隊
の

一
部
を
も
っ
て
、

船
舶
工
兵
第
二
十
六
連
隊
の
兵
員
を
乗
せ
、

那

覇
港
を
発
し
大
山
付
近
に
逆
上
陸
を
実
施
し
、

右
翼
東
海
岸
正
面
で
は
、

第

二
十
七
連
隊
の
第
二

・
第
二
中
隊
約
二
十
隻
を
も
っ
て
、

中
城
湾
お
よ
び
勝

連
半
島
付
近
の
輸
送
船
団
を
攻
撃
し
、

駆
逐
艦

一
上
陸
用
舟
艇
二
、

大
型
輸

送
船
三
を
撃
沈
し
た
。
こ
の
戦
闘
で
、

戦
隊
長
岡
部
茂
己
少
佐

（陸
±
５２
）

以
下
二
十
三
名
が
戦
死
し
た
。

５
丹
中
旬
、

第
二
十
人
戦
隊
は
川
島
見
習
士
官
以
下
六
隻
で
嘉
手
納
沖

に
、
５
月
２３
日
麻
生
少
尉
以
下
九
隻
で
嘉
手
納
及
び
那
覇
沖
に
出
撃
、

２７
日

に
は
第
二
十
七
戦
隊
の
第

一
中
隊
が
残
存
全
艇
で
出
撃
を
行

っ
た
が
、

戦
果

は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
出
撃
を
も

っ
て
海
上
挺
進
作
戦
は
終
了
し
、

残
存
の
戦
隊
員
は
陸
上
戦
闘
に
参
加
、

そ
の
殆
ど
が
戦
死
を
と
げ
た
。



陸
軍
海
上
挺
進
戦
隊
の
編
制

海
上
挺
進
戦
隊
は
、

戦
隊
長
以
下

一
〇
四
名
、

②

一
〇
〇
隻
を
も
っ
て
編

成
し
た
。

戦
隊
は
戦
隊
本
部
（戦
隊
長
以
下
十

一
名
）
と
三
コ
中
隊
（中
隊
長

以
下
三
十

一
名
）
か
ら
な
り
、

更
に
中
隊
は
中
隊
本
部
（中
隊
長
以
下
四
名
）

お
よ
び
三
コ
群
（各
九
名
）
と
か
ら
な
り
、

戦
隊
を
戦
術
単
位
、

中
隊
を
戦
闘

単
位
と
し

一
コ
群
（九
隻
）
を
行
動
の
最
小
単
位
と
定
め
た
。

各
艇
乗
員

一
名

但
し
戦
隊
長
及
び
各
中
隊
長
艇
の
み
指
揮
艇
の
た
め
に
、

複
座
方
式
と
し
た
。

ま
た
部
隊
装
備
と
し
て
自
動
小
銃
四
挺
、

各
戦
隊
員
は
そ
れ
ぞ
れ
拳
銃

（２６

年
式

・
弾
丸
六
発
）
と
軍
刀

（４０
年
式
）
を
装
備
し
た
。

戦

隊

本

部

‥

１１
名

（
１０
隻
）
　

　

　

　

　

　

　

　

）
　

　

９
名

（９
隻
）

４
名

（３
隻
）

動
員
及
び
配
備

昭
和
１９
年
９
月
１
日
か
ら
中
旬
に
か
け
、

江
田
島
町
幸
ノ
浦
に
お
い
て
第

一
～
第
十
戦
隊
が
編
成
を
完
結
し
、

つ
い
で
１０
月
上
旬
か
ら
下
旬
の
間
に
第

十

一
～
第
二
十
戦
隊
の
編
成
を
完
結
し
た
。

こ
の
ほ
か
、

本
土
決
戦
準
備
の
た
め
、

更
に
第
二
十

一
戦
隊
か
ら
第
四
十

戦
隊
ま
で
及
び
第
五
十

一
、

第
五
十
二
戦
隊
が
編
成
を
完
了
し
て
展
開
し
た
。

ま
た
第
四
十

一
乃
至
第
五
十
戦
隊
お
よ
び
第
五
十
二
戦
隊
は
仮
編
成
の
う
え

訓
練
中
に
終
戦
を
迎
え
た
。

(秘匿名称・連絡艇②艇)

体当り時の

起爆用撃突板 自動車のエンジン 風 よけ板 250kg爆雷

長さ5.6m,幅1日8m,排 水量1日5トン,最大速力20～25ノット,

航続時間3.5日寺間1 250kg爆雷1イ回装備,艇 はべニヤ板製。

岡特攻隊戦没者慰霊平和所念協会
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側

祭

ヽ
Ｏ
ル

〔な【時中竹ラア」／　，

ミャンマー

(ビルマ)

O
ウントー

『
“″

マ 挺高関オア ぶ  な l作 ド そ を り 要|を  失 ツ作 日 布ふ

道 進たを ラ チ 3る ス 戦 国 し 計 ス 請古願 そ い ド戦 本 告'日召

を 隊伝克iカ ン 月 イ 統 は 内 て

ぷ は 服オン ドか ン 率 こ の 第

断だミ し 山 ウ ら ド下 の 要131

占 l¬ 最 て M加 千 ド指 よ

領 ル 祭 初2000にし 人 ラ し り

し コ Lの
Mも た か 。た イ

｀ヒ の 難んの 及 oら ボ
°ン

イギ リス軍 ―

日 本  軍 口L

インド国民軍
姦

コ

ヒ

マ

、

モ

イ

ラ

ン

そ

し

て

イ

ン

パ

ー

ル

周

辺

に

ま

で

日

本

軍

は

進

出

し

た

。

イ

ン

ド

国

民

軍

も

「
烈
」
と

「
弓
」
の

両

兵

団

と

行

動

を

と

も

に

し

て

、

コ

ヒ

マ

と

モ

イ

ラ

ン

に

進

出

。



インパール作戦の概要

フアーラム

三

色

旗

を

イ

ン

ド

国

領

土

そ

れ

ぞ

れ

の

国

と

家

族

を

思

う

純

粋

な

心

と

信

念

を

も

っ

て

戦

っ
た

、

日

本

軍

と

イ

ン

ド

国

民

軍

（
Ｉ

Ｎ

Ａ

）

の

英

霊

を

私

た

ち

は

忘

れ

る

こ

と

は

出

来

な

い

。

の ず イ 相 ギ 員 つ い を し 逆iた  死 豪16も い 戦  内

で か ン 当 り の た た つ た 者ヤイ 戦 ・雨う月 に
｀
線 し に 遂『

あ 2ド の ス ー」°
る け が

Lン
後 戦 の

｀
杜と反 は か 翻ネに

る 年 の 年 も 斉ま特 と た
｀
と ド イ 病 中 つ 絶ぢ攻 膠;し し 念

°
後 独 月 事し反婿に こ °こ し 国 ギ 死 の い し を 着iイ た 願

の 立 が 態在舌Lたイ ろ 抗;の て 民 り 者 惨えに
｀
加

｀
ギ の の

昭 は か 収|が ギ で 議ぎこ
｀
軍 ス を 惰た撤ちそ え 更 り で イ

本田 ｀ か 拾1与 り 官竹運えと 3は は だ た 退法の て に ス あ ン

22パ る 困元え ス 憲だ動キが 名
｀
¬ す る を 消|き 空 軍 る ド

年 キ で 難 た々 海 と は イ の イ イ こ 撤 余よ耗|た輸 の
°
の

8ス あ と 影 軍 衝|イ ン 将:ギ ン と 退 儀ぎが
°

に 抵

月 夕 ろ 考 響 所 突ちン ド校;リ パ と は な 極 日 よ 抗

15ン う え は 属
｀

ド の を ス lな 口 く 限 本 り は

日 と と 統1大 の 流 全 民を極:皇つレ つ 本 さ に 軍 潤'極

に と 言 治ちき イ 血 土 衆:所Jほ帝I作 た 軍 れ 達 は 沢tめ

達 も わ 権だく ン の に の に に 戦
°

に た し 食 な て

成 に れ を
｀

ド惨え広 怒獄処 対 に  多
°
た 料 補 頑だ

さ 戦 て 譲;遂 人 事じが り そ す 参  く 連 雨う弾 給 強:

れ 後 い 渡とに 乗 と り に う る 加  の 日 季き薬 を で

た わ た
｀
イ 組 な

｀
火 と 反だし  戦 の の と 行

｀



インド国民軍退役軍人からの使 り

「日本はインドにとっては良い国だと思います。日本はチャンドラ・ボース

と共にインドの独立のため戦ってくれました。これは、はっきりいえます。

インドは日本軍の犠牲により独立することが出来たのです。もしあんなに

犠牲者を出さず、又 INA(イ ンド国民軍)に 協力しないでインドに進出

した場合、インドの軍 (イギリス軍インド部隊)は 自分たちの方針を変え

なかったでしょう①25万 のインドの軍が方針を変え、チャンドラ・ボー

スの軍になったことによリイギリスから独立することが出来たのです。J

「私たちは常に日本に対し感謝の気持ちを持っています。」

「最後にもう一度、有難うございました。」  ―  デ ロン中佐の言葉 一

む

太陽の光がこの地上を照すかざり、

月の光がこの大地を潤すかざり、

夜空に星が輝くかざり、

イン ド国民は日本国民への恩は

決して忘れない。

P o N oLekhi

(インド最高載弁護士)

A L L  N D t t I N A c。 . I M I T E E

WE THE MEMBERS OF THE INDIAN NttIORttL ARh4Y Fミ

OUR HIGHEST ANDヽ 【OST REVERED TRIBUTES TO OuR

COMRADES IN― ARMS MEMBEIも  OF THE ittANESE

IMPERIAL Att「 r WHo LAID DOWN THEIR LIVES ON THE

BATttE FIELEIS OF IMPLttL AND KOHIMA FOR THE

LIBERATION OF INDIA THE INDIAN NttION W,■ LL EVER

RE予LttN GRATEFUL TOギ 巡 ANT h4ART予 RS OFJAPAN AND

WE PRAY FOR ETERNAL PEttCE OF THEIR SOUL

(訳文)

われわれインド国民軍将兵は、インドを解放するために共に戦つた戦友と

してインパール、コヒマの戦場に散華した日本帝国陸軍将兵に対してもつと

も深甚なる敬意を表わします。インド国民は大義のために生命を捧げた勇

敢な日本将兵に対する恩義を末代にいたるまでけっして忘れません。我々

はこの勇士たちの霊を慰め、御冥福をお祈り申し上げます。

1998年 1月20日  於  ニ ューデリー

イン ド国民軍大尉 S.S.ヤ ダパ

(インド国民軍全国在郷軍人会代表)



しゅむ しゅ とう たたか

島の戦い終戦3日後の攻防… … 占 守

北千島最北の島での日ソ両軍の

激しい戦闘の意義とは

せん しゃ  さ た が 1ヽ                   き た ち し まかた けいせた はつ とゃ  れ い        に ひょう

今も残 る戦車の残骸と、その後ろに立つ「北千 島関係戦没者 の霊」の白い墓標

占
守
島
の
戦
い
と
は

日
本
が
終
戦
を
迎
え
た
昭
和
二
十
年
人
月
十
五
日
か
ら
三
日

て

ん

の

う

　

　

し

ょ

つ
ち

ょ
く

　

　

　

　

　

　

　

ボ

そ

う

か

い

じ

よ

経

っ
た
人
月
十
八
日
に
、

天
皇
の
詔
勅
に
従

い
武
装
解
除
を

進
め
て
い
た
、

千
島
列
島
最
北
端
の
島

『占
守
島
』
の
日
本

軍
に
対
し
、

ソ
連
軍
が
突
然
上
陸
、

攻
撃
を
か
け
て
き
た
戦

い
の
こ
と
で
す
。

か

い
じ
ょ
じ
Ｐ
ヽ
び

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、あ

そ
う

日
本
軍
は

一
度
解
除
準
備
を
進
め
て
い
た
武
装
を
改
め
て
行

い
、

峻
烈
な
激
戦
の
末
に
ソ
連
軍
を
水
際
に
追

い
つ
め
、

ま
さ
に
職
減

し
よ
う
と
し
た
時
に

「
戦
闘
を
停
止
し
、

自
衛
戦
間
に
移
行
す
べ
ぐ
ん
し

し
」
と
の
方
面
軍
命
令
が
あ
り
、

日
本
軍
は
命
令
に
従

い
、

軍
使

の
派
遣

・
停
戦
交
渉

・
武
器
引
渡
し
交
渉
の
末
、

再
度
の
武
装
解

除
を
行

い
、

戦

い
は
二
十

一
日
に
終
結
し
、

ソ
連
軍
の
南
下
は
二

十
四
日
以
降
に
な
り
ま
し
た
。

ソ
連
は
日
本
の
ポ

ツ
ダ
ム
官
一言
受
諾
、

降
伏
を
知
り
な
が
ら
、

な

ぜ
終
戦
後
三
日
も
経

っ
て
か
ら
戦
争
を
仕
掛
け
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
？
そ
れ
は
当
時

の
ソ
連
の
首
相
で
あ

っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
の
領

土
拡
張
方
針
に
基
づ
く
北
海
道
北
部

の
占
領
計
画
上
に
あ

っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

「
占
守
島
は

一
日
で
占
領
す
る
」
と
豪
語
し
て
い

た
ソ
連
軍
を
占
守
島

の
日
本
軍
は

一
週
間
も
足
止
め
し
、

ソ
連
軍

の
南
下
を
遅
ら
せ
北
海
道
北
部
の
占
領
計
画
を
阻
止
し
た
結
果
に

も

つ
な
が

っ
た
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、

家
族
と
国
を
思
う
純
粋
な
心
と
信
念
を
も

っ
て
、

終
戦
三
日
後
に
戦

っ
て
逝

っ
た
占
守
島

の
若
者
た
ち
の
ご
冥
福
を

祈
る
と
と
も
に
、

彼
ら
の
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
。



カムチャツカ半島
一｀

北緯50度

剛いトカ山
《

アライ ト島
、

クリサ
忌6弓塗亀塙霧異 ・サ

'4犀ザ琴訪ントウ)

｀シュムシュ島 (占守島)

パラムシル島 (幌廷島)

舞諸島

(八ボマイショトウ)

しゅむしゅとう

占守島とは

メ
・
簡 櫻 舗 脈編颯騰
20km南 北30km余 りの小島。

海抜200m未 満の丘陵と沢沼地・草原が入り混じ
じゆこう         は いまつ  は ん  き

り樹高lmく
｀
らいの這松や榛の木が群生している。

か き

鮮聯 駈毘辮識 昆
濃霧の発生、冬季には猛吹雪に悩まされる日が多い。ソ連占領予定線

“
北千島

"占
守島、28掛Bns、 1lTKR最 終配備概要図

(村上大隊)(戦 車第11連隊)
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島
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占 守 島 右 第
一

線 部 隊

l]TKR(十 )(捷  部 隊と称す)

長、 1]TK長  池 田大佐

左戦隊          直 曙

28勧 Bns(ヤ 〕下ジ(隊)    3TKCo警 戒仁E務
十 1TKCo 2TKCo    4TKCo捜 索任務

PBn 全 般支援
右戦隊

293 Bns(数 田大隊)
+5TKCo 6TKCo

＼笹上せ =



し
ゆ
む
し
ゆ
と
う
　
た
た
か

占
守
島
の
戦
い
の
経
過

「幌
走
海
峡
周
辺
地
区
及
び
占
守
島
の
要
域
確
保
」
を
命
じ
ら
れ
て

い
た
第
五
方
面
軍
第
九
十

一
師
回
は
、

数
倍
の
米
軍
を
想
定
し
、

か

の
敵
に
強
靭
・執
拗
な
戦
闘
を
挑
む
べ
く
、

陸
海
軍
あ
わ
せ
て
二
万
五

千
名
の
配
備
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

占
守
島
の
電
波
状
態
は
極
め
て
悪
く
、

八
月
十
五
日
の
天
皇
陛
下
の

終
戦
の
詔
勅
を
多
く
の
部
隊
で
は
聞
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、

翌
十
六
日
に
師
団
参
謀
立
会
い
の
下
に
終
戦
が
伝
え
ら
れ
、

十

七
日
か
ら
日
本
軍
は
武
装
解
除
の
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

戦
車
部
隊
で
も
車
載
銃
砲
や
無
線
機
の
取
り
外
し
、

爆
砕
と
車
両
の

海
没
の
準
備
ま
で
進
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
八
月
十
八
日
の
未
明
に
、

対
岸
の
ロ
パ
ト
カ
岬
の
ソ
連
軍
か

ら
長
射
程
重
砲
の
砲
撃
が
始
ま
り
、

国
端
崎
の
監
視
所
か
ら
も

「海

上
に
エ
ン
ジ
ン
音
聞
ゆ
」
と
至
急
の
連
絡
も
入
っ
て
き
ま
し
た
。

降

伏
に
関
す
る
軍
使
な
ら
ば
夜
中
に
来
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

Ｔ
」

れ
は
危
な
い
」
と
判
断
し
た
日
本
軍
は
、

島

一
面
が
濃
霧
に
包
ま
れ

た
中
、

急
ぎ
戦
闘
配
備
を
整
え
ま
し
た
。

そ
の
間
に
も

「敵
輸
送
船

団
ら
し
き
も
の
を
発
見
」

「敵
上
陸
用
舟
艇
を
発
見
」

「敵
上
陸
、

兵
力
数
千
人
」
と
相
次
い
で
急
報
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

米
軍
で
は
な
く
ソ
連
軍
が
竹
田
浜
に
強
葬
上
陸
を
し
て
来
ま
し
た
。

敵
の
上
陸
を
察
知
し
た
日
本
軍
は
国
端
崎
の
砲
兵
、

竹
日
岬
と
小
泊

崎
の
速
射
砲

・
大
隊
砲
が
協
力
し
て
反
撃
し
、

叉
陸
海
軍
航
空
機
の

決
死
の
反
撃
お
よ
び
重
砲
の
活
躍
な
ど
に
よ
リ
ソ
連
軍
の
指
揮
系
統

は
大
混
乱
に
陥
り
ま
し
た
。
し
か
し
ソ
連
軍
の

一
部
は
艦
砲
射
撃
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
十
八
日
の
六
時
ご
ろ
に
は
四
嶺
山
に
進
出
し
て
、

激
し
い
戦
闘
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
軍
は
戦
車
連
隊
の
参
加
も
あ
り
、

次
第
に
敵
ソ
連
軍
を
圧
迫
し

海
岸
付
近
に
釘
付
け
し
て
、　

一
歩
も
内
陸
に
前
進
さ
せ
ず
、　

一
挙
に

ソ
連
軍
を
職
減
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
戦
闘
の
な

か
で
戦
車
連
隊
長
、

同
連
隊
指
揮
班
長
を
は
じ
め
と
し
て
各
中
隊
長

以
下
多
く
の
戦
死
者
も
出
ま
し
た
。

そ
の
頃
に

「戦
闘
を
停
止
し
、

自
衛
戦
闘
に
移
行
」
と
の
第
五
方
面
軍
か
ら
の
命
令
が
届
き
、

占
守

島
の
第
九
十

一
師
団
は
、

ソ
連
軍
の
攻
撃
は
ま
だ
続
い
て
い
ま
し
た

が
軍
使
派
遣
、

停
戦
交
渉
と
進
め
、

八
月
二
十

一
日
に
漸
く
戦
い
は

終
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、

武
装
解
除
が
二
十
三
日
と
二
十
四
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
激
闘
で

一
説
に
は
日
本
軍
の
死
傷
者
は
七
百
名
～
八
百
名
に
お

よ
び
、

ソ
連
軍
は
三
千
名
以
上
の
死
傷
者
を
出
し
た
と
伝
え
ら
れ
、

ロ
シ
ア
研
究
者
の
ボ
リ
ス

・
ス
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
著
書
に
よ
れ
ば

日
本
側
死
傷
者
は

一
、

①

一
人
名
、

ソ
連
側
死
傷
者
は

一
、

五
百
六

十
七
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ソ
連
政
府
機
関
紙
の
イ
ズ
ベ
ス
チ
ア
は

「占
守
島
の
戦
い
は
満
州
、

朝
鮮
に
お
け
る
戦
闘
よ
り
も
は
る
か
に

損
害
は
甚
大
で
あ

っ
た
。

八
月
十
九
日
は
ソ
連
人
民
に
と
っ
て
悲
し

み
の
日
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
す
。



i攻
ヽ 、

ヽ

豊 章「 楽 弾 怒
ず

占
守
島
第
九
十

一
師
団
の
心
遣
い

終
戦
の
時
に
、

占
守
島
に
は
日
魯
漁
業
の
従
業
員
の
方
が
二
千

五
百
人
ほ
ど
い
ま
し
た
。
こ
の
人
た
ち
は
国
民
の
食
糧
確
保
の

為
に
悪
い
戦
局
を
承
知
で
、

缶
詰
工
場
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
中
に
は
約
四
百
人
の
若
い
女
子
工
員
も
混
じ
っ
て
い
ま
し

た
。

終
戦
を
迎
え
、

内
地
か
ら
の
迎
え
の
船
が
来
れ
ば
真

っ
先

に
彼
女
た
ち
を
送
り
返
す
手
筈
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
へ
の
ソ

連
軍
の
攻
撃
で
し
た
。

参
課
長
と
世
話
役
の
大
尉
は

「
こ
の
ま
ま
で
は
必
ず
ソ
連
軍
に

陵
辱
さ
れ
る
被
害
者
が
で
る
。
な
ん
と
し
て
も
あ
の
娘
た
ち
を

北
海
道

へ
送
り
返
そ
う
」
と
相
談
し
、

当
時
島
に
あ

っ
た
独
航

船
二
十
数
隻
に
約
四
百
人
を
分
乗
さ
せ
、

霧
に
覆
わ
れ
た
港
か

ら
北
海
道
に
向
け
て
出
港
さ
せ
ま
し
た
。
ソ
連
機
の
爆
撃
が
続

く
中
、
日
本
軍
も
高
射
砲
の

一
斉
射
肇
で
必
死
の
援
護
を
行
い

無
事
に
出
港
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。

「全
員
い
無
事
に
北
海
道
に
着
い
た
」
と
の
電
報
が
島
に
届
い

た
の
は
、

そ
れ
か
ら
５
日
後
で
し
た
。

停
戦
後
に
上
陸
し
て
き
た
ソ
連
軍
は
女
性
を
捜
し
回

っ
た
そ
う

で
す
が
、

あ
と
の
祭
り
で
し
た
。

も
し
、

彼
女
た
ち
が
い
ち
早
く
島
を
出
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
こ
と
を
想
像
す
る
と
、

占
守
島
の
第
九
十

一
師
団
の
心
遣
い

が
人
ご
と
で
な
く
心
に
し
み
ま
す
。

固
倒

目

倒

倒
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【参考文献】 青 木磐 著  マ ンガ版『占守島の戦い!!』 中 公文庫 中 山隆志 著 『一九四五年夏 最 後の日ソ戦』
ボリス・スラヴインスキー 著  加 藤幸廣 訳 『千島占領 一 九四五年夏』(共同通信社・1993年)



全 国 回 天 会



丘
釜
否

『
同
里
天
』

　

輔
翠
耐
軸
基
調
陣
競
時
随
懐
範
艶
翠

し
て
世
界
に
誇
る

『九
二
式
魚
雷
』
を
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
、

頭

部
に

一
、

五
五
ト
ン
の
炸
薬
を
装
着
し
、

潜
入

・
浮
上

・
転
舵
自

在
、

搭
乗
員
自
ら
操
縦
の

一
人
乗
り
の
兵
器
で
あ
る
。

文
字
通

り

一
身
肉
弾
と
な
っ
て
敵
艦
船
に
体
当
た
り
、　

一
撃
も
っ
て
敵

艦
を
必
沈
す
る
兵
器
で
あ

っ
た
。

昭
和
１９
年
Ｈ
月
８
日
、

伊
３６

・
３７

・
４７
の
三
潜
水
艦
を
母
艦

と
し
て
、

各
艦
に
回
天
４
基
計
１２
基
、

搭
乗
員
姥
名
を
も
っ
て

編
成
し
た

「菊
水
隊
」
が
、

ウ
ル
シ
ー
環
秩
、

パ
ラ
オ
の
コ
ッ

ス
ル
水
道
在
泊
敵
艦
船
攻
撃
の
た
め
、

徳
山
湾
大
津
島
基
地
を

出
航
し
た
。
こ
れ
が
回
天
特
別
攻
撃
隊
最
初
の
出
撃
で
あ
る
。

終
戦
直
後
、

米
軍
と
の
連
絡
の
た
め
、

フ
ィ
リ
ピ
ン

・
マ
ニ

ラ
に
赴
い
た
日
本
軍
使
に
対
し
、　

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
の
サ

ザ
ー
ラ
ン
ド
参
課
長
は
、

開
回

一
番

「回
天
を
搭
載
し
作
戦
中

の
潜
水
艦
は
何
隻
か
。

直
ち
に
作
戦
を
停
止
さ
せ
よ
」
と
命
じ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
『回
天
』
が
如
何
に
米
軍
に
恐
怖
と
脅
威
を

う
し
た
状
況
下
で
戦
局
打
開
の
た
め
、

新
兵
器
、

新
戦
法
の
研

究

・
開
発

・
献
策
が
青
年
士
官
か
ら
相
次
い
だ
。

昭
和
硝
年
呉
港
外
倉
橋
島
に
あ
る
基
地
で
特
殊
潜
航
艇
艇
長

べ玉死連ル18ドも果   る 与
晨撃ブ鯰晶霧ヒ『:Z顕 ざ 馨そ
T贔 ジ腎収潟金r,ぞ第 ぴ 讐だ
乞層辱食栄グ石行会密 の 盆

カミ

[景塚曇柔掌義号暑観 輩 乳蜜

,畿欝響響子,| ‐ |ン

壮途に上る回天特別攻撃隊



講
習
員
で
あ
っ
た
黒
木
博
司
中
尉

（海
機
５‐
期
）
と
仁
科
関
夫

少
尉

（海
兵
７‐
期
）
は
、

人
間
魚
雷
を
兵
器
に
採
用
す
る
よ
う

再
三
上
申
、

時
に
は
血
書
を
も

っ
て
嘆
願
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
兵
器
は
必
死
の
故
を
も
っ
て
上
層
部
の
容
れ
る
と
こ
ろ
と
な

ら
な
か
っ
た
。

昭
和
１９
年
に
入
る
や
い
よ
い
よ
戦
局
が
悪
化
、

我
が
艦
艇
の

損
耗
も
甚
大
、
よ
う
や
く
特
攻
兵
器
の
開
発
が
許
可
さ
れ
試
作

が
命
ぜ
ら
れ
た
。

こ
の
必
死
兵
器
が
正
式
に
採
用
さ
れ
た
の
は
昭
和
１９
年
８
月

１
日
で
あ

っ
た
。

人
間
魚
雷

『回
天

一
型
』
の
誕
生
で
あ
る
。

命
名
は
黒
木
大
尉

（進
級
）
の
提
案
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

中田
天

陸
豚
の

作
＝
戦

醐
勅
醐
神

榊
埋
陸
抑
時
醐
軸
】

設
悌

泊
地
攻
撃
作
戦
を
決
行
、

昭
和
２０
年
４
月
航
行
艦
襲
撃
の
洋
上

作
戦
に
、

さ
ら
に
戦
局
の
緊
迫
化
に
伴
い
３
月
以
降
に
は
国
土

防
衛
の
た
め
、

沖
縄

・
八
丈
島
等
各
地
に
防
衛
基
地
回
天
隊
を

配
備
し
、

遡
撃
作
戦
を
展
開
し
た
。

概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

回天一型断面図

昨薬  釣 合タンク 下 部ハッチ 釣 合タンク

回 天 一 型 改 一 主 要 目 表

全 長 14 750nl 航 続  力

k t / k m

1()kt 78kl13

20kt  43kla3

30kt 23kn3

直 径 1 000rn

全 重  量 8 30 t

炸 栗 ] 55 t 機 関 93式酸素魚雷

搭 乗  員 1   名 燃 酸素及び灯油



泊
地
作
戦
に
、

菊
水

。
金
剛
の
２
隊
祐
基
。

洋
■
作
戦
に
、

子
平

・
神
武

・
多
々
良

・
人
武

・
振
武

・
癌

・
多
聞

・
神
州
各

隊
の
思
隊
１
１
２
基
。

防
衛
基
地
回
天
隊
と
し
て
、

第
１
う
言

３

・
４

・
５

・
６

，
７

●
Ｓ

●
９

●
１‐

●
１２

・
‐６
回
天
隊
の
姥

隊
９６
基
●

計
２
４
４
基
の
回
天
が
投
人
さ
れ
て
い
る
。

回

天

基

地

の
開

設

卿
卯
卵
舜

つ ９
却
畑
帥
ギ
弥
雌
嚇
帥
晦

て
訓
練
基
地
が
開
隊
、
５
日
か
ら
訓
練
開
始
さ
れ
た
。

訓
練
２

日
――
の
６
日
樋
日
孝
大
尉
（海
兵
７０
期
）
操
縦
、

黒
木
大
尉
同
乗

で
訓
練
中
、

回
天
が
海
底
に
突
入
殉
職
、

尊

い
犠
牲
者
を
出
し

て
の
訓
練
と
な

っ
た
。

訓
練
基
地
は
次
の
よ
う
に
開
設
さ
れ
た
。

人
津
島
基
地

（現
山
口
県
徳
山
市
大
津
島
）

昭
和
１９
年
９
月
１
日
開
隊
　
９
月
５
１１
訓
練
開
始

光
　
米
　
地

（現
山
―
・
１

県
光
市
光
井
）

昭
和
１９
年
１１
月
２５
日
開
隊
　
１２
月
１
田
訓
練
開
始

イ
生
　
基
地

（現
山
口
県
熊
毛
郡
平
生
町
田
名
）

昭
和
抑
年
３
月
１
田
開
隊
　
４
月
Ｗ
目
訓
練
開
始

大
神
　
基
地

（現
大
分
県
速
見
郡
日
出
町
深
江
）

昭
和
抑
年
４
月
２５
日
開
隊
　
５
月
２３
日
訓
練
開
始

搭
乗
員

・
戦
没
者

搭
乗
員
は
す
べ
て
志
願
に
よ

っ
た
。　

一
般
兵
科
か
ら
も
募

っ

た
が
中
途
で
打
切
ら
れ
、

殆
ど

が
兵
学
校

・
機
関
学
校

・
予
備

学
生

。
生
徒

・
甲
乙
飛
行
予
科

練
習
生
で
あ

っ
た
。

年
齢
も
１７

才
か
ら
高
齢
者
で
２８
才
、

大
多

数
は
２０
才
前
後
の
若
者
で
あ

っ

た
。

概
要
は
右
表
の
通
り
で
、

戦
没
者
数
に
は
終
戦
直
後
自
決

し
た
士
宮
２
名
が
含
ま
れ
て
い
る
。

な
お
回
天
作
戦
に
参
加
し

木
帰
還
の
潜
水
艦
８
隻
、

そ
の
乗
組
員
は
８
１
０
名
で
あ
る
。

出 身 搭乗員 戦没者

海 軍 兵 学 校

海 軍 機 関 学 校 12

学 徒 出 身

般 丘 示斗 9 9

甲種飛行予科練習生

乙種 飛行予科練 習生 0

1375

全

国

回

天

会

事
務
局
〒
１３４
‐

００８５

東
京
都
江
戸
川
区
南
葛
西
七
上

‐
工↑
四
〇
四

寄電
　
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
三

（三
六
八
〇
）
〓
七
工
八
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本券は表示されている日の入場一回限り有効です。

本券の払い戻し及び再発行は原則としていたしません。

本券をもつて領収書にかえさせていただきます。
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注 意 事 項

一 一 一

●館内での写真・ビデオ撮影・録吉はお断りします。
●館内は禁煙とさせていただきます。
●飲食物・ペット・危険物の持ち込みはお断わりします。
●他の拝観者の迷惑となる行為は禁止します。
●不審者・不審物を見つけたら速やかにお近くの係員にお

知らせください。
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